
　
初
日
の
16
日
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
、
主
に
島
外
の
参
加
者
が
ト
キ
の
森
公

園
、
大
膳
神
社
能
舞
台
、
佐
渡
金
銀
山
を
視

察
し
、
ト
キ
や
佐
渡
の
歴
史
、
伝
統
文
化
を

学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
キ
交
流
会
館
で
は
、
「
日
中
韓

ト
キ
意
見
交
換
会
」

が
行
わ
れ
、
各
国
の

関
係
者
約
30
人
が
、

ト
キ
の
餌
場
整
備
や

農
家
の
負
担
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
17
日
は
、
午
前
中
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
、
①
第
７
回
日
韓
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調

査
交
流
会
現
地
調
査
（
新
穂
長
畝
地
区
）
②

生
き
も
の
を
育
む
農

業
技
術
現
地
調
査

（
新
穂
西
部
地
区
・

金
井
新
保
地
区
）
③

持
続
可
能
な
農
業
と

農
村
社
会
現
地
調
査

（
丸
山
地
区
）
を
行

い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
基
調
講
演
、
各
国
か
ら
の

実
践
報
告
や
テ
ー
マ
ご
と
に
課
題
を
話
し
合

う
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
国
連
大
学
の
武
内
和
彦
副

学
長
か
ら
「
生
物
多
様
性
が
育
む
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
」
と
題
し
て
、
自
然
と
の
共
生
の
重

要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
各
国
報
告
で

は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
ト
キ
に
関
す
る
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
「
生
物
多
様
性
農
業
と
生

き
も
の
調
査
活
動
」
「
生
物
の
多
様
性
を
育

む
農
業
技
術
の
探
求
」
「
多
様
な
主
体
が
参

画
し
た
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
社
会
づ
く

り
」
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
国
の
農
家

や
研
究
者
に
よ
る
提
案
を
も
と
に
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
に
は
交
流
会
が
行
わ
れ
、
羽
茂
高

校
郷
土
芸
能
部
や
鷲
崎
鬼
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
佐
渡
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の

交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
に

基
づ
き
、
共
同
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
の
あ
る

べ
き
姿
、
方
向
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
共
同
宣
言
》

・
農
業
・
農
村
の
持
つ
基
礎
的
で
多
面
的
な

価
値
と
生
物
多
様
性
に
対
す
る
水
田
農
業

の
重
要
性
を
確
認

・
生
物
の
多
様
性
を
育
み
そ
れ
を
活
用
す
る
農

業
技
術
の
発
展
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

共
通
の
課
題
と
し
て
追
及
し
て
い
く
こ
と

・
環
境
と
生
物
多
様
性
の
価
値
を
共
有
す
る

多
く
の
市
民
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
生
き
も
の
調
査
活
動
な
ど
を
通
じ

て
農
の
重
要
性
を
確
認

・
生
物
多
様
性
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め

に
、
世
界
の
人
々
が
英
知
を
結
集
し
て
協

働
す
る
こ
と
に
深
く
貢
献
す
る
こ
と

・
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農
業
を
発
展
さ

せ
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
生
物

の
多
様
性
と
豊
か
な
地
域
経
済
の
再
生
を

め
ざ
し
て
い
く
こ
と

　
ま
た
、
10
月
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
Ｐ
11
へ
の
提
言
を
ま
と
め
、
３
日
間
の
日

程
を
終
え
ま
し
た
。

《
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
へ
の
提
言
》

①
生
物
多
様
性
の
喪
失
を
食
い
止
め
、
そ
の

向
上
を
図
る
上
で
、
農
業
の
あ
り
方
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
確
認
し
、
生

物
多
様
性
を
育
む
農
業
の
推
進
を
各
締
約

国
と
関
係
機
関
の
農
業
政
策
の
基
礎
に
置

く
こ
と
。

②
生
物
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

生
物
多
様
性
を
育
む
農
業
を
意
識
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
各
国

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
物
の
多
様
性
を

育
む
農
業
の
実
践
事
例
を
提
供
し
、
各
締

約
国
と
関
係
機
関
で
支
援
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。

③
と
り
わ
け
水
田
農
業
が
生
物
の
多
様
性
に

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

し
、
水
田
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
向
上
を

め
ざ
す
こ
と
を
生
物
多
様
性
条
約
の
決
定

お
よ
び
愛
知
目
標
の
具
体
化
と
し
て
意
識

し
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
各
締
約
国
と

関
係
機
関
で
推
進
す
る
こ
と
。

大膳神社能舞台（真野地区）

分科会報告の様子

閉会のあいさつ
稲葉副実行委員長

田んぼの生きもの調査

鷲崎鬼太鼓保存会 羽茂高校郷土芸能部

共同宣言・COP11
への提言（左から）
蘇雲山氏、板垣実行委員長、
朴仁子氏

１
日
目
【
16
日
】
◇
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
（
共
同
で
行
う
野
外
調
査
）

◇
第
１
回
日
中
韓
ト
キ
意
見
交
換
会

３
日
目
【
18
日
】
◇
分
科
会
報
告
　

◇
共
同
宣
言

２
日
目
【
17
日
】
◇
現
地
調
査

◇
基
調
講
演
・
各
国
報
告
・
分
科
会

◇
交
流
会
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